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 これは、平成27年度に実施した、「市民活動に関するアンケート調査」の概要報告書です。この結果は、藤

沢市市民活動推進計画（平成26年度～平成30年度）における市民活動促進の施策について、今後のあり方を検

討するうえで、貴重な資料として活用させていただきます。 

 

調査の概要 

調査

の設

計 

◆調査対象  市内に住所のある満15歳から80歳までの市民 

◆対象者数  4,000名 

◆標本抽出  無作為抽出 

◆調査方法  郵送による配布・回収方式 

◆調査期間  平成27年10月16日（金）～11月2日（月） 

◆有効回収数 1,426件 

◆有効回収率 35.7％ 

調査

項目 

１ 地域活動について 

２ 市民活動について 

３ ボランティア活動について 

４ 寄附について 

※本文、図表中に使われる「ｎ」は回答者数であり、グラフの数値はすべて回答者数を基数とした比率 

（％）です。小数第２位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。 

複数回答では、％の合計が100％を超える場合があります。 

 

基本属性                                           

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基数 構成比

１０歳代 67 4.7%

２０歳代 98 6.9%

３０歳代 230 16.1%

４０歳代 266 18.7%

５０歳代 230 16.1%

６０歳以上 522 36.6%

　無回答 13 0.9%

　全　体 1,426 100.0%

4.7

6.9

16.1

18.7

16.1

36.6

0.9

0 10 20 30 40 (%)

基数 構成比

男 667 46.8%

女 752 52.7%

　無回答 7 0.5%

　全　体 1,426 100.0%

46.8

52.7

0.5

0 20 40 60 (%)
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１ 地域活動について                         

地域活動の周知状況                                   

地域活動の周知状況で「知っていた」については、「自治会・町内会」が79.6％と最も高く、次いで、「学

校・ＰＴＡ・子ども会等」(65.3％)、「公民館などのサークルや講座」(58.1％)の順となっています。 

一方、「知らなかった」については、「市民活動団体」が66.2％と最も高く、次いで「ボランティア」

(57.4％)、「地域団体」(56.0％)、「老人クラブ」（55.9％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動への参加の頻度と参加理由                               

地域活動への参加頻度については、「参加していない」は「学校・ＰＴＡ・子ども会等」83.1％、「老人ク

ラブ」94.1％、「地域団体」89.8％、「ボランティア」88.4％、「市民活動団体」93.8％、「公民館などのサーク

ルや講座」85.2％と、「自治会・町内会」を除く各項目で８割を超えて高くなっています。「年に数回」「月に

１～２回」「月に３～４回」「月に５回以上」を合わせた『参加している』は「自治会・町内会」が37.7％で最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館などのサークルや講座

老人クラブ

地域団体

ボランティア

市民活動団体

n = (1,426)

自治会・町内会

学校・PTA ・子ども会等 83.1

94.1

89.8

88.4

93.8

85.2
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0.5

3.0

0.4

0.3
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2.0
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地域団体

ボランティア

市民活動団体

公民館などのサークルや講座

n = (1,426)

自治会・町内会

学校・PTA ・子ども会等

老人クラブ

65.3

36.7

35.0

33.6

23.1

58.1

26.2

55.9

56.0

57.4

66.2

35.1

8.5

7.4

9.0

9.0
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地域活動を行う場として利用している施設                               

地域活動を行う場として利用している施設については、「市民センター・公民館」が40.4％と最も高く、次

いで、「自治会館・地区集会所」(35.2％)、「小学校、中学校、高等学校、専門学校」(24.9％)の順となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(671)  

市民センター・公民館

自治会館・地区集会所

小学校、中学校、高等学校、専門学校

市民の家

いきいきシニアセンター
（湘南なぎさ荘、やすらぎ荘、こぶし荘）

地域子供の家・児童館

保育園・幼稚園

地区ボランティアセンター

地域の縁側

大学、大学院

その他

　無回答

教会、お寺、神社

個人の自宅など

活動団体の借り上げた場所等

福祉施設・介護施設

市民活動推進センター

喫茶店、レストラン、ホテル

民間のホール、民間団体（会社）

湘南台市民活動プラザ

老人憩いの家・老人ふれあいの家

40.4

35.2

24.9

14.9

5.5

4.9

4.6

3.7

2.8

2.7

2.5

2.4

2.1

1.5

1.2

1.0

0.9

0.9

0.7

7.2

10.9

0 10 20 30 40 50
(%)
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地域活動を行う場として今後利用したい施設                        

地域活動を行う場として今後利用したい施設については、「市民センター・公民館」が50.1％と最も高く、

次いで、「自治会館・地区集会所」(26.5％)、「小学校、中学校、高等学校、専門学校」(20.7％)の順となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(671)  

市民センター・公民館

自治会館・地区集会所

喫茶店、レストラン、ホテル

福祉施設・介護施設

民間のホール、民間団体（会社）

小学校、中学校、高等学校、専門学校

市民の家

地域子供の家・児童館

いきいきシニアセンター
（湘南なぎさ荘、やすらぎ荘、こぶし荘）

市民活動推進センター

教会、お寺、神社

　無回答

湘南台市民活動プラザ

活動団体の借り上げた場所等

個人の自宅など

地域の縁側

老人憩いの家・老人ふれあいの家

その他

保育園・幼稚園

大学、大学院

地区ボランティアセンター

50.1

26.5

20.7

18.3

7.3

6.4

5.2

4.6

4.5

4.2

3.9

3.7

2.8

2.4

2.1

1.8

1.8

1.0

1.0

3.3

19.8

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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地域活動に参加することに妨げとなること                         

地域活動に参加することに妨げとなることについては、「時間がない」が39.8％と最も高く、次いで、「仕

事が忙しい」(28.6％)、「自分の生活で精一杯」(27.5％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時間がない

仕事が忙しい

自分の生活で精一杯

趣味や余暇活動を優先

活動内容がわからない

参加の機会がない

興味や関心がない

子育てや介護が忙しい

身体状況から参加が難しい

気恥ずかしい

活動の場が自宅から離れているなど不便

地区外で活動している

n=(1,426)  

活動内容への不満

その他

　無回答

39.8

28.6

27.5

24.0

23.7

19.7

16.4

11.8

7.5

6.9

4.1

2.6

1.4

4.3

7.0

0 10 20 30 40 50 (%)
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２ 市民活動について 

市民活動への参加意向                                  

市民活動への参加意向については、「はい」が35.3％、「いいえ」が62.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したい市民活動の分野                               

＜震災関連＞ 

参加したい震災関連活動については、「災害救助支援」が23.5％と最も高く、次いで、「地域安全」

(18.3％)、「保健・医療・福祉」(17.7％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜震災関連以外＞ 

震災関連を除く市民活動については、「芸術・文化・スポーツ」が38.2％と最も高く、次いで、「まちづく

り・まちおこし」(28.2％)、「自然・環境保全」(27.8％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.3 62.8 1.9

ｎ

(1,426)

(%)

は

い

い

い

え

　

無

回

答

n=(503)  

災害救助支援

地域安全

保健・医療・福祉

まちづくり・まちおこし

自然・環境保全

子ども・青少年育成

芸術・文化・スポーツ

教育・研究

国際協力・交流

人権・平和

雇用促進・雇用支援

その他

　無回答

23.5

18.3

17.7

17.5

14.3

14.1

10.1

7.8

6.8

5.4

3.8

0.8

44.7

0 10 20 30 40 50 (%)

n=(503)  

芸術・文化・スポーツ

まちづくり・まちおこし

自然・環境保全

子ども・青少年育成

保健・医療・福祉

地域安全

教育・研究

国際協力・交流

人権・平和

災害救助支援

雇用促進・雇用支援

その他

　無回答

38.2

28.2

27.8

27.4

22.5

22.1

18.7

16.1

9.9

8.9

7.0

1.0

17.3

0 10 20 30 40 50 (%)
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市民活動に参加する理由                                 

市民活動に参加する理由については、「自己啓発や自らの成長につながると考えるため」が55.1％と最も高

く、次いで、「困っている人を支援したいという気持ち」(45.7％)、「職業人や住民としての責務を果たすため」

(27.4％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動に参加することに妨げとなること                        

市民活動に参加することに妨げとなることについては、「時間がない」が40.4％と最も高く、次いで、「仕

事が忙しい」(29.5％)、「自分の生活で精一杯」(28.5％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

困っている人を支援したいという気持ち

職業人や住民としての責務を果たすため

自分や家族が関係している活動への支援

自分が抱えている社会問題の解決に必要だから

社会的に評価されるため

知人や同僚等からの勧め

n=(503)  

自己啓発や自らの成長につながると考えるため

その他

　無回答

55.1

45.7

27.4

19.9

10.1

3.2

2.2

2.4

4.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(1,426)  

時間がない

仕事が忙しい

自分の生活で精一杯

活動内容がわからない

趣味や余暇活動を優先

参加の機会がない

興味や関心がない

子育てや介護が忙しい

身体状況から参加が難しい

気恥ずかしい

活動の場が自宅から離れているなど不便

地区外で活動している

活動内容への不満

その他

　無回答

40.4

29.5

28.5

26.1

22.1

20.5

15.5

11.9

8.0

6.8

3.9

2.0

1.3

3.2

7.2

0 10 20 30 40 50 (%)
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市民活動団体に期待することの有無                           

市民活動団体に期待することの有無については、「はい」が45.6％、「いいえ」が50.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動団体に期待することの内容                              

市民活動団体に期待することの内容については、「行政では行えない柔軟なサービスを提供してほしい」が

61.7％と最も高く、次いで、「地域における課題解決を行ってほしい」(39.5％)、「地域における様々な交流の

中心的な役割を担ってほしい」(35.2％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動団体に期待することがない理由                          

市民活動団体に期待することがない理由については、「市民活動がよくわからないから」が67.4％と最も高

く、次いで、「市民活動団体に興味がないから」(26.5％)、「身近に市民活動団体がないから」(11.6％)の順と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6 50.4 4.1

ｎ

(1,426)

(%)

は

い

い

い

え

　

無

回

答

社会的な問題を解決してほしい

地域におけるイベントに参加してほしい

個人的な問題を解決してほしい

n=(650)  

その他

　無回答

行政では行えない柔軟なサービスを提供してほしい

地域における課題解決を行ってほしい

地域における様々な交流の中心的な役割を担ってほしい

61.7

39.5

35.2

22.2

10.8

4.0

2.2

0.2

0 20 40 60 80(%)

　無回答

n=(718)  

市民活動がよくわからないから

市民活動団体に興味がないから

身近に市民活動団体がないから

市民活動団体の情報発信力・
事業実行力が弱いから

市民活動団体の組織体制
（財政基盤・事務能力等）が弱いから

市民活動団体の活動内容が気に入らないから

その他

67.4

26.5

11.6

4.5

3.2

1.3

5.2

7.5

0 20 40 60 80
(%)
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市民活動団体が活動するときに妨げになること                      

市民活動団体が活動する時に妨げになることについては、「市民活動に関する情報提供や情報発信が少ない」

が44.7％と最も高く、次いで、「市民活動を行いたい人と受け入れる人を結びつける人(コーディネーターや団

体)が少ない」(24.5％)、「市民活動のための休暇・休職制度が少ない」(16.9％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動について市に望むこと                             

市民活動について市に望むことについては、「市民活動に関する情報提供や情報発信を充実すべき」が

50.9％と最も高く、次いで、「市民活動を行いたい人と、受け入れる人を結びつける人(団体等)を養成・支援

すべき」(29.3％)、「市民活動に対する経済的な支援を行うべき」(19.1％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民活動に対する経済的な支援が少ない

市民活動を行う場所が少ない

特になし

その他

　無回答

n=(1,426)  

市民活動に関する情報提供や情報発信が少ない

市民活動を行いたい人と受け入れる人を結びつける人
（コーディネーターや団体）が少ない

市民活動のための休暇・休職制度が少ない

市民活動の学習機会が少ない

44.7

24.5

16.9

15.4

15.1

8.0

24.1

2.5

7.4

0 10 20 30 40 50(%)

n=(1,426)  

市民活動に関する情報提供や情報発信を充実すべき

市民活動を行いたい人と、受け入れる人を結びつける人
（団体等）を養成・支援すべき

市民活動に対する経済的な支援を行うべき

市民活動を行う場所を充実すべき

市民活動の学習機会を充実すべき

市民活動のための休暇・休職制度の普及を行うべき

特になし

その他

　無回答

50.9

29.3

19.1

15.1

14.7

13.0

21.0

1.9

6.3

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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３ ボランティア活動について 

ボランティア活動への関心の有無                             

ボランティア活動への関心の有無については、「関心がある(東日本大震災発生前から関心があった)」が

32.7％と最も高く、「関心がある(東日本大震災発生後、関心を持つようになった)」(25.5％)を合わせた『関

心がある』は58.2％となっています。 

 

        『関心がある』(58.2％)  『関心がない』(35.9％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動の経験                                 

ボランティア活動の経験については、「したことがない」が71.5％と最も高く、次いで、「したことがある

(東日本大震災発生前からしていた)」(21.9％)、「したことがある(東日本大震災発生後、するようになった)」

(3.8％)の順となっています。 
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が
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無
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『したことがある』25.7％ 
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平成26年度中に参加したことのあるボランティア活動 

平成26年度中に参加したことのある震災関連のボランティア活動については、「災害救助支援」が5.2％と

最も高く、次いで、「まちづくり・まちおこし」(3.8％)、「自然・環境保全」(2.2％)の順となっています。一

方、「平成26年度はボランティア活動に参加していない」は33.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動に参加する理由                            

ボランティア活動に参加する理由については、「困っている人を支援したいという気持ち」が42.2％と最も

高く、次いで、「自己啓発や自らの成長につながると考えるため」(37.9％)、「職業人や住民としての責務を果

たすため」(19.6％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人権・平和

国際協力・交流

雇用促進・雇用支援

平成２６年度はボランティア活動に参加していない

その他

　無回答

地域安全

芸術・文化・スポーツ

教育・研究

n=(367)  

災害救助支援

まちづくり・まちおこし

自然・環境保全

子ども・青少年育成

保健・医療・福祉

5.2

3.8

2.2

1.9

1.4

1.1

0.5

0.3

0.3

-

-

33.2

1.1

52.9

0 20 40 60(%)

困っている人を支援したいという気持ち

自己啓発や自らの成長につながると考えるため

職業人や住民としての責務を果たすため

自分や家族が関係している活動への支援

知人や同僚等からの勧め

自分が抱えている社会問題の解決に必要だから

n=(367)  

社会的に評価されるため

その他

　無回答

42.2

37.9

19.6

16.1

11.7

6.5

1.4

7.6

6.3

0 10 20 30 40 50 (%)
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ボランティア活動に参加することに妨げとなること                    

ボランティア活動に参加することに妨げとなることについては、「活動に参加する時間がない」が45.7％と

最も高く、次いで、「ボランティア活動を行いたいが、十分な情報がない」(27.1％)、「活動に参加する際の経

費(交通費等)があり、経済的負担が大きい」(25.9％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後参加したいボランティア活動の分野                         

今後参加したいボランティア活動の分野については、「芸術・文化・スポーツ」が22.9％と最も高く、次い

で、「自然・環境保全」(22.4％)、「まちづくり・まちおこし」(20.5％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(1,426)  

活動に参加する時間がない

ボランティア活動を行いたいが、十分な情報がない

活動に参加する際の経費（交通費等）があり、
経済的負担が大きい

活動に参加するために、休暇取得等を行う必要がある

ボランティアを受け入れる団体・ＮＰＯ等に
対する不信感があり、信頼度に欠ける

活動を行う際の保険が不十分

活動に参加しても、実際に役に立っているとは思えない

特に妨げとなることはない

その他

　無回答

45.7

27.1

25.9

16.5

7.9

3.9

3.5

14.7

9.7

6.2

0 10 20 30 40 50
(%)

n=(1,426)  

芸術・文化・スポーツ

自然・環境保全

まちづくり・まちおこし

子ども・青少年育成

保健・医療・福祉

災害救助支援

地域安全

教育・研究

国際協力・交流

人権・平和

雇用促進・雇用支援

ボランティア活動に参加したいと思わない

その他

　無回答

22.9

22.4

20.5

19.7

17.8

16.6

14.8

11.2

10.3

3.5

3.5

16.5

2.5

7.9

0 5 10 15 20 25 (%)
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ボランティア活動について市に望むこと                          

ボランティア活動について市に望むことについては、「ボランティアを受け入れる団体・ＮＰＯ等に関する

情報提供や情報発信を充実すべき」が43.6％と最も高く、次いで、「ボランティア活動を行いたい人と、受け

入れる人を結びつける人(団体等)を養成・支援すべき」(32.9％)、「ボランティア活動の学習機会を充実すべ

き」(21.6％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(1,426)  

ボランティアを受け入れる団体・NPO 等に
関する情報提供や情報発信を充実すべき

ボランティア活動を行いたい人と、
受け入れる人を結びつける人（団体等）を養成・支援すべき

ボランティア活動の学習機会を充実すべき

ボランティア活動のための休暇・
休職制度の普及を行うべき

ボランティアを受け入れる団体・
ＮＰＯ等に対する経済的な支援を行うべき

ボランティア保険への加入推進等、
事故への対応を整備すべき

特になし

その他

　無回答

43.6

32.9

21.6

14.1

13.5

10.4

23.6

1.3

6.0

0 10 20 30 40 50
(%)
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４ 寄付について 

寄付経験の有無                                     

寄付経験の有無については、「金銭による寄付をしたことがある」が62.9％と最も高く、次いで、「寄付を

したことがない」(31.1％)、「現物等による寄付をしたことがある」(14.4％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年度に寄付した金額、回数、現物を寄付した回数                       

＜年間寄付金額＞ 

あなたの年間寄付金額については、震災関連において「１～4,999円」が66.7％と最も高く、次いで、

「10,000～49,999円」(21.7％)、「5,000～9,999円」(8.9％)の順となっています。 

一方、震災関連以外において「１～4,999円」が63.6％と最も高く、次いで、「10,000～49,999円」

(23.4％)、「5,000～9,999円」(8.2％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年間金銭寄付回数＞ 

年間金銭寄付回数については、震災関連において「１回」が49.4％と最も高く、次いで、「２～３回」

(36.8％)、「４～５回」(6.5％)の順となっています。一方、震災関連以外において「１回」が48.1％と最も高

く、次いで、「２～３回」(32.3％)、「11回以上」(8.8％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①震災関連 (258)

②震災関連を除く (291)

ｎ

63.6 8.2 23.4 2.7 2.1

(%)
66.7 8.9 21.7

0.4

2.3

１
～

４

９

９

９

円

５

０

０

０
～

９

９

９

９

円

１

０

０

０

０
～

４

９

９

９

９

円

５

０

０

０

０
～

９

９

９

９

９

円

１

０

０

０

０

０

円

以

上

①震災関連 (231)

②震災関連を除く (260) 48.1 32.3 6.9 3.8 8.8

(%)
ｎ

49.4 36.8 6.5 4.3 3.0

１

回

２
～

３

回

４
～

５

回

６
～

１

０

回

１

１

回

以

上

n=(1,426)  

金銭による寄付をしたことがある

現物等による寄付をしたことがある

その他

寄付をしたことがない

　無回答

62.9

14.4

0.4

31.1

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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＜年間現物等寄付回数＞ 

年間現物等寄付回数については、震災関連において「１回」が63.6％と最も高く、次いで、「２～３回」

(29.5％)、「４～５回」(4.5％)の順となっています。一方、震災関連以外において「１回」が48.1％と最も高

く、次いで、「２～３回」(38.9％)、「４～５回」(7.4％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付を行った方法                                    

寄付を行った方法については、「街頭募金」が42.0％と最も高く、次いで、「設置されている募金箱(「１．

街頭募金」を除く)」(32.8％)、「銀行等での振込み・口座引き落とし」(25.0％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①震災関連 (44)

②震災関連を除く (54) 48.1 38.9 7.4 3.7 1.9

(%)ｎ

63.6 29.5 4.5 2.3

１

回

２
～

３

回

４
～

５

回

６
～

１

０

回

１

１

回

以

上

ネット（クリック）募金

クレジットカード等の利用

マッチングギフト

n=(931)  

街頭募金

設置されている募金箱（「１．街頭募金」を除く）

銀行等での振込み・口座引き落とし

直接手渡し

現物寄付（品物の郵送等）

寄付付商品の購入

ふるさと納税

遺贈による寄付

その他

　無回答

42.0

32.8

25.0

11.9

9.0

7.9

7.4

5.7

4.1

3.0

0.5

11.1

3.9

0 10 20 30 40 50 (%)
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平成26年度に寄付をした団体                               

平成26年度に寄付をした団体については、「赤い羽根共同募金・日本赤十字社」が31.9％と最も高く、次い

で、「自治会・町内会」(13.5％)、「上記以外の非営利法人(市外)」(10.6％)の順となっています。一方、「平

成26年度は寄付をしていない」は21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年度に寄付をした分野                               

＜震災関連＞ 

平成26年度に寄付をした震災関連分野については、「災害救助支援」が20.2％と最も高く、次いで、「保

健・医療・福祉」(4.6％)、「まちづくり・まちおこし」(3.4％)の順となっています。一方、「平成26年度は寄

付をしていない」は20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(931)  

赤い羽根共同募金・日本赤十字社

自治会・町内会

上記以外の非営利法人（市外）

都道府県・市町村

市外のＮＰＯ法人

どこに寄付したかわからない

上記以外の法人（非営利法人）

市内のＮＰＯ法人

市外の法人格がない市民活動団体

市内の法人格がない市民活動団体

市外の政治団体、宗教法人

上記以外の非営利法人（市内）

市内の政治団体、宗教法人

平成２６年度は寄付をしていない

　無回答

31.9

13.5

10.6

7.0

6.9

6.8

4.7

3.4

3.3

3.2

2.1

1.7

1.1

21.7

14.3

0 5 10 15 20 25 30 35 (%)

n=(931)  

災害救助支援

保健・医療・福祉

まちづくり・まちおこし

子ども・青少年育成

自然・環境保全

国際協力・交流

人権・平和

教育・研究

芸術・文化・スポーツ

地域安全

雇用促進・雇用支援

平成２６年度は寄付をしていない

その他

　無回答

20.2

4.6

3.4

2.9

1.3

0.9

0.5

0.4

0.4

0.4

0.2

20.5

2.0

48.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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＜震災関連以外＞ 

平成26年度に寄付をした震災関連以外の分野については、「保健・医療・福祉」が15.3％と最も高く、次い

で、「子ども・青少年育成」(10.4％)、「国際協力・交流」(5.9％)の順となっています。一方、「平成26年度は

寄付をしていない」は17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。 

 

寄付をした理由                                     

寄付をした理由については、「社会の役に立ちたいと思ったから」が55.0％と最も高く、次いで、「自治

会・町内会の活動の一環として」(19.5％)、「自分が支援したい団体等だったから」(18.8％)の順となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(931)  

社会の役に立ちたいと思ったから

自治会・町内会の活動の一環として

自分が支援したい団体等だったから

職場の取組の一環として

自分や家族が関係している活動への支援

知人や同僚などからの勧め

自分が抱えている社会問題の解決に必要だったから

その他

　無回答

55.0

19.5

18.8

8.5

5.6

2.4

2.1

5.8

11.5

0 10 20 30 40 50 60(%)

n=(931)  

保健・医療・福祉

子ども・青少年育成

国際協力・交流

災害救助支援

人権・平和

まちづくり・まちおこし

自然・環境保全

教育・研究

芸術・文化・スポーツ

地域安全

雇用促進・雇用支援

平成２６年度は寄付をしていない

その他

　無回答

15.3

10.4

5.9

5.0

4.6

4.4

3.4

2.5

2.0

1.2

0.2

17.5

5.9

40.6

0 10 20 30 40 50 (%)
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寄付をするにあたり妨げとなること                            

寄付をするにあたり妨げとなることについては、「寄付を行う先(団体等)の十分な情報がない」が32.9％と

最も高く、次いで、「寄付先の団体等に対する不信感があり、信頼度に欠ける」(30.2％)、「寄付をしても役に

立っていると思えない」(17.0％)の順となっています。一方、「特に妨げになることはない」は32.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付促進のために市に望むこと                              

寄付促進のために市に望むことについては、「寄付に関する情報提供や情報発信を充実すべき」が48.5％と

最も高く、次いで、「寄付を促進する制度を充実すべき」及び「寄付を行いたい人と、受け入れる人を結びつ

ける人(団体等)を養成・支援すべき」(13.8％)の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(1,426)  

寄付を行う先（団体等）の十分な情報がない

寄付先の団体等に対する不信感があり、信頼度に欠ける

寄付をしても役に立っていると思えない

寄付の手続きがわかりにくい

特に妨げになることはない

その他

　無回答

32.9

30.2

17.0

9.6

32.2

5.7

6.9

0 10 20 30 40 (%)

寄付を促進する制度を充実すべき

寄付を行いたい人と、受け入れる人を結びつける
人（団体等）を養成・支援すべき

寄付の学習機会を充実すべき

特になし

その他

　無回答

n=(1,426)  

寄付に関する情報提供や情報発信を充実すべき 48.5

13.8

13.8

6.7

29.6

2.9

6.9

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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